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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年2月19日(2009.2.19)

【公表番号】特表2008-529973(P2008-529973A)
【公表日】平成20年8月7日(2008.8.7)
【年通号数】公開・登録公報2008-031
【出願番号】特願2007-547565(P2007-547565)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 265/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/72     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 175/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 263/18     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 265/00    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  18/72    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ 175/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ  11/06    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 263/18    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 175/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月19日(2008.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　順次添加又は同時添加のための、ジイソシアネートモノマー及びアミノ酸から由来する
モノマーの含有率が最大５重量％であり、イソシアネート官能基含有率が最大５５重量％
であるイソシアネート副組成物を含むこと、並びに
　カルコゲン列の非金属又は窒素列の原子に結合したジヒドロカルビルシリレン基［－(
Ｈｃ)2Ｓｉ－］又はヒドロカルビル（ヒドロカルビルオキシ）シリレン基［－(Ｈｃ)(Ｈ
ｃ－Ｏ－)Ｓｉ－］を有する少なくとも１種の化合物から成る助剤を追加的に含み、前記
の基の含有率が、それらから由来する単位に対応するモノマーの量に対するジヒドロカル
ビルシリレン中に存在するケイ素原子（ＡＷ＝２８．１）の重量として表わして、少なく
とも０．１重量‰であって最大３重量％であること
を特徴とする、組成物。
【請求項２】
　前記非金属が酸素であり、該酸素が電子求引基Ｅｗに結合し、この電子求引基Ｅｗが、
Ｅｗ－ＯＨが水中で測定して９以下のｐＫａを有する酸となるものであることを特徴とす
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記非金属がカルコゲン－Ｙ－であり、このカルコゲンが電子求引基Ｅｗに結合し、こ
の電子求引基Ｅｗが、Ｅｗ－Ｙ－Ｈが水中で測定して９以下のｐＫａを有する酸となるも
のであることを特徴とする、請求項１又は２に記載の組成物。
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【請求項４】
　前記非金属がカルコゲン－Ｙ－であり、このカルコゲンが電子求引基Ｅｗに結合し、こ
の電子求引基Ｅｗが、Ｅｗ－Ｙ－Ｈが水中で測定して８以下のｐＫａを有する酸となるも
のであり、該組成物が前記酸を中和することができるアルキル化可能ではない有機又は無
機塩基を含むことを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　規定度で表わした塩基の量が、ケイ素原子当量として表わしたジヒドロカルビルシリレ
ンの量の少なくとも０．１倍であることを特徴とする、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　規定度で表わした塩基の量が、ケイ素原子当量として表わしたジヒドロカルビルシリレ
ンの量の２倍以下であることを特徴とする、請求項４又は５に記載の組成物。
【請求項７】
　順次又は同時に添加するための界面活性剤を追加的に含むことを特徴とする、請求項１
～６のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　順次又は同時に添加するための溶剤を追加的に含むことを特徴とする、請求項１～７の
いずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　吸湿性溶剤（極性官能基を有するもの）を追加的に含むことを特徴とする、請求項１～
８のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
　順次又は同時に添加するための移動性水素を有する多官能性副組成物を追加的に含むこ
とを特徴とする、請求項１～９のいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
　カルコゲン列の非金属又は窒素列の原子に結合したジヒドロカルビルシリレン基［－(
Ｈｃ)2Ｓｉ－］を有する化合物から成るイソシアネート組成物用助剤であって、前記の基
の含有率が、それらから由来する単位に対応するモノマーの量に対するケイ素原子（ＡＷ
＝２８．１）の重量として表わして、少なくとも０．１重量‰であって最大３重量％であ
る、前記助剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４２】
　この研究において用いたイソシアネート硬化剤の組成物は、次の通りである：
・酢酸メトキシプロピル（ＭＰＡ）：最後の瞬間において５５重量％添加し、水５００ｐ
ｐｍの存在をもたらす；
・次の組成の親水性ポリイソシアネート：
・・１３個の炭素原子及び６個のエチレンオキシド単位を有するポリエトキシル化アルコ
ールでエステル化されたホスフェート４．６６％；モノ*／ジの比＝７０／３０
・・８個のエチレンオキシド単位を有するポリエトキシル化アルコールでエステル化され
たホスフェート４．６６％；モノ*／ジの比＝７０／３０；４％非イオン性
・・ジメチルシクロヘキシルアミン（ＤＭＣＨＡ）：２．２２％
・・低粘度のＨＤＩをベースとし、総重量に対する真の三量体の比が０．６（数学的に丸
めたもの）であるイソシアネート組成物：１００％に足りる量
・・・ＮＣＯ２３％
・・・粘度（ＳＡＣ）６００ｍＰａ・ｓ
・・・当量１８３
・・・固形分含有率１００％
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・・・官能価３．２５。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４９】
　各種の構造の性能を示すために研究した配合物の組成を、下記の表IIに与える。混合物
３～８は、水をさらに添加する前に混合物１に最初に酢酸塩の添加の際に５００ｐｐｍ添
加されていることを考慮に入れて、脱水剤を添加して、配合した。すべての場合において
、ＮＣＯ官能基との反応が回避されるように、水を最後に（即ち脱水剤を導入した後に）
添加した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５０】
　混合物８は、ＢＳＵ及びＴＭＳＰを溶解させるために、超音波浴中に３０分間保った。


	header
	written-amendment

